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1. 緒言 

光通信媒体の光学特性と伝搬モード分布

（MPD：Modal Power Distribution）は密接な関

係にあり, 高速大容量光通信を実現するために

は伝搬光の MPD を評価する必要がある . 

SI-MMF（Step-Index Multi-Mode fiber）のMPD

測定には, 2 次元 FFP（Far Field Pattern）像の解

析によって得られる EAF[1] （Encircled Angular 

Flux）が規定されているが, 矩形マルチモード

光導波路の標準測定評価には適用されていな

い. 本研究では矩形のSI型マルチモード光導波

路でも EAF 評価を可能とする手法を提案する.  

2. EAF測定 

図 1 に EAF 測定系の概略図を示す. マルチ

モード光導波路の出力光からFFP画像を取得し, 

FFP画像を基にEAFを得た[2]. また, 10 µmの円

形ピンホールを用いることで, コア端面の任意

の位置（図 2）で FFP 画像, EAF を得た. 得ら

れたすべての EAF を比較することで SI 型マル

チモード光導波路の出力端面の形状による

EAF への影響を検討する.  

  
図 1 EAF 測定系 

コア径 50 µm，全長 50 mmの矩形 SI型ポリマ

ー光導波路の測定結果（図 2）より FFP 画像に

差異は見られず, EAF プロファイルは一致した. 

以上から, SI 型マルチモード光導波路の伝搬モ

ード分布はコア出射位置によらず一定であり, 

コア端面の形状は EAF 測定に影響しないと考

えられる.  
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図 2 任意の位置での FFPと EAF測定結果 

3. まとめ 

本研究では SI 型マルチモード光導波路のモ

ード分布測定評価手法に, SI-MMF のモード分

布標準測定評価手法である EAF を適用するこ

とを提案した. 円形ピンホールを用いることに

より，出力端面の任意の位置で EAF 測定を行っ

た. これらのEAF測定結果は位置によらず一致

していた. このことから, 出射端面が矩形であ

る SI 型マルチモード光導波路のモード分布測

定評価手法に EAF の適用が期待される.  
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